












目的:アセチルサリチル酸は小児科領域において広く使用されている解熱鎮痛剤である。し

かし、最近、肝障害、高アンモニア血症を起こす事、さらにライ症候群との因果関係など

が注目されている。そこで、アセチルサリチル酸(ASA)およびその代謝産物である、サリチ

ル酸(SA)、ゲンチジン酸(GA)、サリチル尿酸(SuA)ならびに、最近比較的副作用が少ないと

いわれているアセトアミノフェンについてミトコンドリアにおけるシトルリン合成阻害の

程度について検討した。いっぽう、サリチル酸に関しては、脱共役作用、ATP 生成の阻害

の報告がある。このことより、カルバミルリン酸合成能の低下、またミトコンドリア内外

のイオン隔差の生成障害によりミトコンドリア内へのオルニチン転送の障害をおこす可能

性がある。そこでサリチル酸のシトルリン合成阻害にこれらの因子がどの程度関与してい

るかを検討した。 


